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1961 年 以降 , 個体 数 は を た た び 減 少し , 1979 年 まで の 約 20 年 間 , 個体 数 の 少な い 年 が 続い た . 
し か し , 1979 年 に は 大 発生 の 徴候 が 現れ , 大 井川 中 流 に 多数 の 個体 の 発生 が 見 られ た . 

1980 年 に な っ て 個体 数 が 著しく 増加 し, 395 頭 の 個体 が 記録 され , その 大 発生 の 規模 は 約 20 年 前 
の 大 発生 と けっ し て 劣ら な いも の で あっ た . 長野 県 下伊那 地方 や 山梨 県 の 富士 川 流域 な ど で も それ ぞ 
れ 大 発生 し , その 状態 が 詳し く 報 告 され た . 

本 種 の 大 発生 を 支配 する 条件 は , まず 内 因 と し て , 本 種 の 特異 な 生態 と , 前 年 まで に 個体 密度 が あ 
る 程度 まで 高まっ て いた と いう 歴史 的 な 条件 が ある . 外因 と し て の 気候 条件 と し て 重要 な も の は , 冬 
の 気温 で あり , 1955 年 の 大 発生 に は , 過去 約 10 年 間 続 いた 懇 冬 が , 1980 年 の 大 発生 に は , その 直 
前 の 3 年間 の 暖冬 か が それぞれ 対応 し て いる . し か し , 年 に よっ て は 曖 冬 が 大 発生 と 対応 し て いな い 場 
合 が ある . 夏 の 高温 は 1953 年 の 大 発生 と 対応 し て いる が , 大 発生 の あっ た 1957 年 や 1980 年 の 夏 
は か えっ て 冷夏" で あっ た こと な どの ほか 上 直接 大 発生 と 対応 し な い 場 合 が 多い . し た が っ て , 大 発 
生 と 気候 条件 と を 短絡 的 に 結び つけ る こと は 不可 能 で ある . 大 発生 を 直接 支配 する 有力 な 要因 と し て , 
天敵 の 役割 が 考え られ る が , その 間 題 に つい て は ほとん ど 調 査 さ れ て いな い . いずれ に し て も , 気候 
条件 は 天敵 を つう じ て , また 天敵 の 作用 は 気候 条件 を つう じ て 本 種 の 個体 数 増減 に か か わっ て いる こ 
と が 多い と 思わ れる . 今後 , と くに 天敵 に よる 個体 数 変動 の 調査 研究 が 期待 され る . 





10. セレ ベス ズ ス 産 蝶 類 の 特異 性 と その 系 統 的 位置 一 ー と くに シロ チョ ウ 科 の 場合 に つい て 
矢田 谷 (九州 ) 

セレ ベス 産 シ ョ チョ ウ 科 46 種 の うち , 同島 の 固有 種 は 実に 半数 以上 の 25 種 に 達する . この 固有 
種 の 占め る 比率 は , 東南 アジ ア の いずれ の 島 風 に お ける より る も 高い. 一 方 , セレ ベス 産 の シロ ョ チュウ 
の 多く は , ① 大 型 化す る こと , @ 黒 化す る こと , ③ 縁 毛 が 白化 する こと , ④ 前 期 前 縁 の わん 曲 が 強 ま 
る こと , な どの 共通 し た 特徴 を 示す (地理 的 平行 現象 ) . 

これ ら の セレ ベス 固有 種 が , それ ぞ れ どの よう な 由来 を も つか, すなわち どの よう な 分 布 要素 ・ 分 
布 系 統 に 含ま れる か を , 単 系 統 群 探索 に よる グル ー ピ ング に も と づい て , 分 析 し た . その 結果 , セレ 
ベス 固有 の シロ チュ ウ 23 種 は , 大 きく 次 の 3 つの 分 布 要 素 に 区 分 で きた : ① ス ンダ ・ オ リエ ンタ ル 
要素 . 選び だ し た 20 の 単 系 統 群 中 , な Zs 属 , Delias 属 singhapura 群 , 4ppias 属 pandione 群 な ど 9 
群 が 含 まれ る . ⑳② イ ンド ・ オ ー ス トラ リア 要素 . Pareronia 属 , Delias 属 pg7e7e 群 な どき 8 群 が 含 ま 
れる . ③ メ ラ ネ ン シア 要素 . Elodina 属 の みみ 含ま れる . ④ フ ィ リ ピン ーー セレ ベス 要 素 4ppias 属 nephele 
亜 群 の み を 含む ⑤ セ レベ ス 要 素 . 4og 属 (1 属 1 種 ) の み を 含む . 

これ ら の 分 布 要素 の うち , ① の スン ダ ・ オ リエ ンタ ルル 要素 に 含ま れる 2~3 の 群 に つい て ,。 セレ ベ 
ス 固 有 種 が 系 統 的 に どの よう な 位置 に ある か 分 岐 学 的 手法 に よっ て 推定 した. その 結果 , セレ ベス 固 
有 種 は それ ぞ れ の 単 系 統 群 に お いて , 最も 古い か ある い は か なり 古い 時 代 に 分 岐 し た と 考え られ る . 
この 仮説 を 検証 する た め , と りあ え ず 地 史 的 側面 を 検討 し た と ころ , この 仮説 が 否定 され る よう な 明 
ら か な 事実 は 見 い 出 せな か っ た . 











11. 北 ボ ルネ オ の 蝶 の 生活 一 一 ⑪) 飛翔 と 吸水 の 時 間 芝 
常 豆 豊 ・ 石 井 実 ( 近 訂 )・ 松 香 宏隆 (関東 ) 
1981 年 8 月 18 こ 19 日 の 2 日間, 北 ボ ポル ネオ , サバ 州 の ポリ ン (Poring) 温泉 の 湧 湯 地 に お いて , 
チュ ウッ の 飛翔 ・ 吸 水 行 動 の 時 間 的 変化 , お よび それ に 及ぼ ばす 気 象 条件 の 影響 を 調べ た -. 
チョ ウ 全 体 か ら 見 る と , 陽 が あたっ て 気温 か 上昇 す る 午前 10 時 12 時 頃 に 吸水 行動 の ピー ク が 見 
られ る , と いう 従来 言わ れ て きた よう な こと が 確認 され た . 吸水 に 訪 ず れ た チョ ウ の ほとん ど は アゲ 
へ, シロ , タテ ハチ ョ ウ 科 の 種 で あっ た の で , これ ら 3 科 の 行動 マター ン を 比較 し て みた . アゲ ハチ 
ョ ウ 科 は これ ら の うち , 気象 条件 の 変化 に 最も 敏感 に 反応 し 。 どの 種 も 腸 が あたる 時 の みみ 吸水 に 訪 す 
れる , と いう 意味 で は 非常 に よく まとまっ て いる グル ー プ で ある . これ に 対し て シロ チョ ウ 科 は , 科 
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と し て まとまっ た た 行動 様 共 を も た ず , それ ぞ れ の 種 が 気象 , また は 時 間 の 変化 に 多様 な 反応 を 示 し た ・ 
従っ て 吸水 の 時 間 帯 も いく つか の ピー ク に 分 か れ た . タテ ハチ ョ ウ 科 の 種 は 前 2 科 の も の と 違い , 観 
察 場所 の 付近 に と ど ま っ て いる も の が 多かっ た せい か , 活動 の 時 間 的 変化 や 気象 条件 か ら 受け る 影響 
が 不明 瞭 で あっ た . 

種 ご と に 見 て も , 同じ Eurema 属 の キチ ョ ッ ウ (E.hecabe) と と ヒメ キチ ョ ッ リウ (E.ada), また Graphium 
属 の アオ スジ アゲ へ ハ (G. sarpedon) と ミカ ドア ゲ へ 類 の よう に , 吸水 の 時 間 帯 に ずれ が ある の は 興味 
深い こと で あっ た . 


12. 北 ボ ルネ ネ の 蝶 の 生活 (2) 一 一 吸水 時 の 蝶 は 何 色 に 引か れる か 
石井 実 ・ 常 喜 豊 (近畿 ) ・ 松 香 宏隆 (関東 ) 

熱帯 の 蝶 は 河原 や 路上 の 水たまり で さか ん に 吸水 行動 を 行う . 特に , アゲ ハチ ョ ウ 科 や シロ チョ ウ 
科 の 蝶 で は それ が 「 吸 水 集団 」 に 発達 する こと が ある . コレ クタ ー は し ば し ば , 河原 の 湿地 に 目的 の 
蝶 の 死体 や 色 の つい た 紙 , 布 な ど を お いて 蝶 を お びき 寄せ る . 吸水 に 集まる 蝶 は 自分 の 次 と 同じ 色 に 
引か れる の で は な い だ ろ うか . 

1981 年 8 月 。 ポ リン と クン ダサ ン に お いて 市 販 の 色紙 を 使っ て この こと を 確 め る 実験 を 行っ た . 映 
は や は り 種 ご と に 特定 の 色 に 引か れる 傾向 を 見 せ た ( 表 ). 次 の 色 か ら 考 えて 意外 と 思わ れる 種 も ある 
が , それ は 人 間 の 色覚 と の 違い か も 知れ な い . 最初 の 蝶 が どの よう に し て 吸水 場所 を 選ぶ か は よく わ 
か ら な い が , 後 か ら の 蝶 は 先 に 来 て いる 蝶 の 次 の 色 に 引か れる らし い . 似 た 色 で あれ ば 数 種 か ら 成 る 
吸水 集団 も る で き う る . この よう な 行動 は 2 頭目 以降 の 蝶 の 吸水 場所 探索 を 容易 に する と 考え られ る . 











種 名 - 自 黄 紺 黄 緑 青 水色 青 緑 黒 計 

Graphium doson ? 1 3 50 54 
ミカ ドア ゲハ 

G. sarpedon 1 4 4 9 
アオ スジ アゲ ハ 

G. gg の 777@77777O7 3 3 
ュ モ ンタ イマ イ 

C. antiphates 2 5 7 
オナ ガタ イマ イ 

G. stratiotes 7 7 
キナ バル オナ ガタ イマ イ 

Papilio acheron 2 2 4 
ア ケ ロ ン ア ゲハ 

Eurema 7 の 2 2 2 
ヒメ キチ ョ ツウ 

Catopsilia pomona 1 1 1 3 
ウス キシ ロ チ ョ ツウ 

Dercas verhuelli 1 1 
ト ガ リキ チョ リツ 

Appias sp. 1 1 
ト ガ リ シ ロ チョ ツウ の 一 種 

Cepora iudith . 2 2 
キシ タシロ チョ ツウ 1 

Nacaduba SD. 1 1 2 


ウツ ラナ ミ シ ジ ミ の 一 種 





13. ナガ サキ アゲ ハ の 遺伝 変異 阿 江 茂 (東海 ) 

ナガ サキ アゲ ハム (Papilio memnon) の 雌 の 擬態 型 の 遺伝 に つい て は 多く の 研究 が され て いる が , 本 
会 会 員 原 田 基 約 氏 が ダー ジリ ン で 採集 され た 同種 を , 特許 を 得 て 輸 入 し 南山 大 学 で 交雑 飼育 を 行っ た 
と ころ , 有 尾 の f. distantianus。 無 尾 白 紋 の f. asenor。 雄 型 の f. rhetenorina に つい て は , これ まで 
各地 産 の 型 に よっ て 調べ られ て いる 通り の , 同じ 遺伝 子 座 を 占め る 遺伝 子 に よっ て 支配 され , 第 1 の 


NII-Electronic Library Service 





